
会長 / 三井田 賢一 幹事 / 水上　勝之 会報委員長 / 竹内　僣景

2007-2008　国際ロータリーのテーマ2008.3.18

2007-2008 22号

国際ロータリー第2840地区

国際ロータリー会長 ウィルフリッド J. ウィルキンソン

2007-2008　クラブテーマ

週　  報

■本日の例会 卓話 群馬ダイヤモンドペガサス球団

■次回例会予定 25日（火）卓話 群馬県緑化フェア

■卓話『ロータリーの現状』第2840地区ロータリーの友委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤修君(高崎南RC)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロータリーは世界では、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200以上の国と地域に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121万人の会員がいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本では97,607人の会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員がいます。(2007.12)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界的には2002年から

120万人を超えたところで推移しています。日本では1997

年に13万人あった会員数が10万人を割ってしまいました。

2840地区と高崎セントラルRCでも15％減という数字です。

世界の会員数は①アメリカ　約39万人　②日本　97,000人

　　　　　　　　③インド　92,000人　　④ブラジル　52,000人

　　　　　　　　⑤イングランド　49,000人　⑥韓国　47,000人

　　　　　　　　⑦ドイツ　41,000人　　⑧イタリア　39,000人

　　　　　　　　⑨豪州　　36,000人　　⑩フランス　33,000人

　RIでは2004年11月の理事会でクラブ･リーダーシップ･

プラン(CLP)をロータリークラブの強化を目的に取り入れ

ました。とともに地区リーダーシッププラン(DLP)の延長を

決定しました。効果的なクラブ･地区となるために趣旨を

よく理解し取り込むことを勧めます。2840地区では47クラ

ブ中24クラブが既に導入し、16クラブが準備中であります。

CLPでは①長期計画の立案②年度計画の立案③クラブ

協議会の実施④会員間の意思の疎通⑤プロジェクトの継

続性⑥委員会構成と細則の改正⑦親睦⑧全員参加⑨包

括的な研修９つのキーワードで進めていきます。と９つの

キーワードで進めていきます。

また、『クラブ研修リーダー』を置くことを推奨しています。

研修リーダーは会長、幹事と相談して包括的研修プラン

を作成、実行します。地区研修委員会も支援していきま

す。クラブ活性化に必ず役立ちます。そしてクラブの枠を

越えたリーダーを育てるために若い会員を地区委員に出

すことも効果的です。ひとつひとつのクラブの活性化がロ

ータリー活動を活発にします。皆様の活動期待致します。

年度
2002年（6月末）
2003年
2004年
2005年
2006年
2007年

2840地区
2366
2257
2152
2054
2036
2045
86％

セントラルRC
４２
４１
４０
３８
３８
３６
８６％

ニコニコＢＯＸ

 地区ロータリーの友委員 佐藤 修君(高崎南RC) 卓話講

　　　　　　　　　　 師にお呼び頂き有難うございます。

　　　　　　　　　　 宜しくお願いします。

 井田　　泉　君　早退します。

 金井　　功　君　大腸ポリープ手術無事に完了しました。

 橋爪　良真 君　五色龍王をお迎えするためのご支援(寄

　　　　　　　　　　 付のこと)をお願いします。そのうちDMが

　　　　　　　　　　 届きますので宜しくお願いします。

 三井田 賢一君 佐藤さん卓話有難うございます。

■４月の例会予定
４月１日（火）会長の日(ロータリーの友)(会員・会員夫人
　　　　　　　　誕生会)
　　  ８日(火)新潟南RC・高崎南RC・高崎セントラルRC合
　　　　　　　　同観桜例会
　　 15日(火)クラブ茶道例会 豊田園『豊盛軒』に於いて
　　 22日(火)卓話
　 　29日(火)休会　祝日(昭和の日)

３月11日(火)高崎セントラルロータリークラブ例会報告

賛高

例会場・事務所 / 高崎ビューホテル　高崎市柳川町70

TEL 027-310-7722  FAX 027-310-7733

例 会 / 毎週火曜日　18時30分

E-mail:takasaki-cent@rid2840.jp

　
会　員　総　数
出席計算会員数
当日出席者
会場出席率(％)

出席報告
(３月11日)

35
32
18

56.25

ロータリーを磨こう、
　　　 そして一歩向上しよう!

■論語より■

子日く、疏食を飯い水を飲み、

　　　　肱を曲げてこれを枕とす。

　楽しみ亦た其の中に在り。

　　不義にして富み且つ貴きは、

　　　　　我に於いて浮雲の如し。

孔子が言われた。粗末な食事をして

水を飲み、肱を曲げて枕のかわりに

して寝る。楽しみとは、そんな中に

あるものである。道に外れた手段で

金持ちになり、偉い人になったなど

と言われても、そんなものは私にと

って、浮雲のようにはかないものである。

この教えから「極肱の楽しみ」という言葉が生まれ

たが、現今の拝金主義の蔓延の世の中を、天界の孔

子はどのような思いで見ているであろうか。

　　　　　　　　※｢声に出して活かした論語70｣

　　　　　　　　　　　　　　三戸岡道夫より抜粋

しのたまわ そ　　し くら みず の

ひじ ま まくら

たの ま そ うち あ

ふ　 ぎ と か たつと

われ お ふ　 うん ごと


